
　具体的な断熱仕様は東京などⅣ地域の場合、在
来木造の軸間充填断熱では、床がグラスウール
16 Ｋで 150 ㎜、壁が同 100 ㎜、天井は同 180 ㎜
が必要になります。つまり、これまでの省エネ基
準のように、床・天井はグラスウール 100 ㎜のマ
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　昭和 55 年の省エネ基準、平成４年の新省エネ
ルギー基準に続き、平成 11 年３月に告示された
次世代省エネルギー基準（以下、次世代省エネ基
準）は、①暖冷房の省エネルギー促進と二酸化炭
素（CO2）削減、②快適性・健康性の向上、③建
物の高耐久化̶といった３つの柱から成り立って
おり、特に省エネルギーの面においては地球温暖
化や石油資源の枯渇といった環境問題を背景に、
新省エネルギー基準と比較して約 20％の冷暖房
エネルギーの削減をイメージしています。そのた
め、新省エネルギー基準では北海道だけ義務化し
た気密化を全国的に義務化し、断熱性能も強化す
ることによって日本全国断熱・気密化住宅とし、
冷房エネルギー削減のための日射遮蔽、健康性を
維持するための換気についても、かなり明確に規
定されました。

ット品を入れておけばいいというわけにはいかな
くなったわけです。
　床はマット品のグラスウール 100 ㎜と 50 ㎜を
組み合わせて使うか、グラスウール 100 ㎜と受け
材を兼ねる高密度のグラスウールボードや押出法
ポリスチレンフォームをセットで使うなどの方法
が考えられますが、天井についてはマット品の使
用が厳しくなってきます。これまでにも紹介して
きたように、天井裏は狭いうえに吊り木や配線・
配管などの障害物が多いため、マット品のグラ
スウールでは確実に施工することが非常に困難で
す。特に次世代省エネ基準では 100 ㎜厚の製品を
２層に施工しなければならないため、施工精度を
確保するのは至難のワザと言えるでしょう。

　このように次世代省エネ基準でマット品のグラ
スウールによる天井断熱では、期待通りの快適性・



ブローイングは高性能な住宅づくりに不可欠となっている
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　「ダンネツパネル構法」は、在来軸組工法の
利点を生かしながら、部材のパーツ化や施工
の簡略化によって、大工の技術に左右される
ことなく適切な品質を確保し、さらに工期・
コストの低減も狙いとした構法で、このほど（財）
日本住宅・木材技術センターの木造住宅合理
化システム認定を取得しました。
　構法上は、１・２階の床組の合理化と、外
壁部分の吹込み断熱工法採用がポイントで、
１階床組は硬質発泡ウレタンフォーム 87.5 と
床下地の構造用合板 28 、ラワンベニヤ 2.5 を
一体化した根太レスパネルを使用し、２階床
組は梁・桁に構造用合板 28 を一発貼り。外壁
部分の吹込み断熱は、隙間のない均一な断熱
施工を行うため、グラスウールを直方体状に
したキュービックブローエースを採用。この
ほか、軸組の主要構造材はＪＡＳまたはＡＱ
認証の指定プレカット工場で仕口を標準化し、
各階の耐力壁には構造用面材の使用によって
筋交いを極力減らすなどして、現場施工の省
力化を図っています。
　現時点では北海道を対象としていますが、
今後、本州への対応も進めていく予定です。

床組施工と壁の断熱を合理化

ダンネツパネル構法

「ダンネツパネル構法の矩計図」

断熱性能を得ることが難しい状況にある中、現在、
確実に高い性能を長期的に維持する断熱手法とし
てブローイング工法（以下、ブローイング）への
関心が着実に高まってきています。
　ブローイングであれば障害物があったとしても
隙間なく施工できるため、不適切な断熱施工で見
られた小屋裏での結露や夏期の室内のオーバーヒ
ートといった問題の解消に役立ち、室内の快適性
や省エネ性、建物の耐久性が向上するなど、まさ
に次世代省エネ基準が目指しているところと一致
します。全国大手のハウスメーカーが徐々に採用
する動きを見せているのも、これらのメリットを
認めている証拠であり、営業上のセールスポイン
トにすることも考えられます。
　性能・品質重視の傾向が強くなってきた今日で
は、大手ハウスメーカーを始めとする同業他社と

の競合を勝ち抜くためにも次世代省エネ基準対応
とそれに伴うブローイングの採用は必要条件とな
ってきています。そして地球環境の保全や資産価
値の高い住宅ストックの形成といった社会的背景
も考えると、ブローイングの全国的な普及が、す
ぐそこまで近づいてきていることがおわかり頂け
るのではないでしょうか。（続く）
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　換気システムの種類には第３種（強制排気型）、
第１種（強制給排気熱交換型）、パッシブ（自然
換気）などがありますが、第３種と第１種が一般
的です（表１）。第３種はメンテナンスが簡単で、
イニシャルコストが安いのが魅力ですが、外気を
直接導入するため居住域に外気の冷たさが伝わら
ないような配慮が必要。第１種は室内の熱を回収
できるため省エネ性に優れているほか、冷たい空
気が直接室内に流入しないといった長所がありま
すが、第３種の場合より住宅本体に高い気密性が
必要になります。パッシブ換気は風と内外温度差
により換気を行う方式です。

　設計通りの換気量を確保するには、静圧の高い
ファンを選ぶと同時に、配管の圧損抵抗を少な
くすることがポイント。施工の時に配管を潰した
り、曲げたりすると大きな抵抗が生じるので、曲
がりの少ないスムーズな配管を心がけることが大

Part.1　主流は第３種と第１種

Part.2　配管は圧損抵抗を少なく

切です（図Ａ）。配管の太さは最低でも 100 とし、 
形状は空気が効率よく流れる円形断面、材質は金
属が望ましいでしょう。プラスチックは火災時の
有害ガス発生など安全面で、繊維系はダクト内で
微生物が繁殖するなど衛生面で心配があります。
接続方法は流量調整が簡単で圧損が少ないチャン
バー方式が主流になってきています（写真１）

Part.3　換気風量測定で性能確認
　設計通りの換気量が確保されているかどうかは
換気風量測定を行ってみなければわかりません。
測定方法は市販の換気風量測定器を使用するのが
一般的ですが、測定する機器や測定者、測定時
の状況等により測定結果が極端に異なる場合があ
るので、最低でも住宅の気密性能や給気口の数と
場所、使用する機種の特性などを頭に入れてから
測定することが大切です。また、①換気システム
を止めない、②定期的なメンテナンスを行う̶の
２点をユーザーに理解してもらうと同時に、メン
テナンスについては代行して行う契約を交わすな
ど、空気環境維持のための対策も必要でしょう。

　前回に引き続き換気計画のポイントについて解説します。換気システムは適切な施
工を行わないと、所定の換気量を確保することができません。そこで、今回は施工時
の留意点や換気風量測定、メンテナンスなどに焦点を当ててみます。

図Ａ・良い配管例と悪い配管例

写真１・チャンバー方式採用の換気システム



　 ダンネツでは、在来工法をベースに、硬質ウ
レタンフォームと床下地の構造用合板 28 ㎜を一 
体化した「根太レスパネル」や、壁乾式吹込み断
熱工法などによって施工の合理化を図った「ダン
ネツパネル構法」（詳細は２面参照）で、このほど（財）
日本住宅・木材技術センターの木造住宅合理化シ
ステム認定を取得した。現在は北海道のみを対象
としているが、今後、本州での対応も視野に入れ
て構法を進化させていく予定。

　住宅金融公庫では、今年度からリフォーム融
資に政策誘導型リフォームとしてシックハウス対
策工事を加え、増築・改築で最大 1,000 万円、修
繕・模様替え等で最大 500 万円の融資を行うこ 
とになった。
　融資要件は、工事完了後の床面積が 50 ㎜以上 
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ダンネツパネル構法に合理化認定

シックハウス対策に公庫融資

の住宅で、全ての居室の 24 時間換気が可能な機 
械換気設備を設置をした上で、原則 0.4 回 / 時以 
上の換気回数を確保し、工事後の全ての居室の内
装仕上げ材（下地材含む）が指定の材料であるこ
と（表参照）、土台の防蟻処理にクロルピリホス
を含む薬剤を使わない、もしくは薬剤による防蟻
処理を行わないこととなっている。　
返済期間は最大 20 年で、金利は工事後の床面
積が 175 以下の場合、当初 10 年が基準金利＋
0.1％で、４月５日現在、2.80％。11 年目以降は
4.00％。住宅金融公庫では、マイホーム新築、マ

ンション購入、建売住宅の平成 14 年度第１回個
人向け融資を４月 22 日（月）から開始し、６月 10 日
（月）まで行う。中古住宅（リ・ユース住宅）やリフ
ォームローンは４月 22 日（月）から来年３月 24 日（月）
までの通年受付。基準金利は個人向け融資の場合、
当初 10 年間が 2.70％、11 年目以降が 3.50％（４
月 22 日現在）。

◆編集後記◆
♠サッカーのワールドカップ開催が近づいています。地
方自治体もフーリガン対策などを進めているようですが、
平和な日本で暴動など起きると、日本人がすぐに巻き込
まれてしまわないか心配になったりもします。（佐野）
♣今年の北海道の春は、雪解けもあっという間で一気に
暖かくなりました。雪かきをする必要が早くなくなるの
はいいんですが、これが地球温暖化の影響だったとした
ら少し不安ですね。（水越）
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